
ポーター賞 PR

ー
ル
は
「
利
益
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
選
考
に
は
四
大
学
（
慶
応
、
神
戸
、

東
京
、
一
橋
）
か
ら
、
ま
っ
た
く
無
報
酬

で
集
ま
っ
た
匿
名
の
審
査
員
が
当
た
る
。

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
て
、
賞
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
難
し
げ
な
印
象
を
受
け
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
過
去
の
受
賞
企
業

（
事
業
部
）
を
見
る
と
、「
独
自
の
戦
略
」

を
重
視
す
る
、
ポ
ー
タ
ー
賞
の
趣
旨
も
理

解
し
や
す
い
だ
ろ
う
（
社
名
の
後
は
受
賞

理
由
）。

●
第
一
回
・
受
賞
企
業
（
事
業
部
）

◇
単
一
事
業
を
営
む
企
業
の
部

■
マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
（
株
）

小
型
直
流
ブ
ラ
シ
付
き
モ
ー
タ
ー
の
標

準
化
戦
略
を
半
世
紀
に
わ
た
り
継
続
し
、

世
界
の
ト
ッ
プ
を
維
持
。

■
松
井
証
券
（
株
）

■
オ
リ
ッ
ク
ス
（
株
）
一
般
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
事
業
部
門

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
与
信
能
力

に
優
れ
た
全
国
の
営
業
所
に
よ
っ
て
四
〇

種
類
に
及
ぶ
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ク

ロ
ス
セ
ル
。

賞
の
創
設
早
々
、
レ
ベ
ル
の
高
い
応
募

が
集
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
第

一
回
、
第
二
回
と
も
に
、
受
賞
枠
を
特
別

に
拡
大
し
て
賞
が
贈
ら
れ
た
（
通
常
は
各

部
門
ご
と
に
一
社
）。
ち
な
み
に
、
第
二

回
の
受
賞
企
業
三
社
は
、
第
一
回
か
ら
連

続
し
て
応
募
し
た
結
果
の
受
賞
と
な
っ

た
。ポ

ー
タ
ー
賞
の
応
募
は
一
切
無
料
で
あ

る
。
た
だ
し
、
賞
金
も
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
応
募
企
業
が
増
え
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
前
述
し
た
三
社
の
よ
う

に
、
受
賞
ま
で
毎
年
応
募
し
続
け
る
企
業

が
出
て
き
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

一
つ
に
は
、
自
社
の
社
会
的
認
知
の
向

上
、
広
告
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
点

が
あ
る
。
ポ
ー
タ
ー
賞
で
は
、
受
賞
対
象

事
業
の
事
例
研
究
が
『
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス
レ

ビ
ュ
ー
』（
弊
社
刊
）
に
連
載
さ
れ
る
。

ま
た
、受
賞
事
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、

国
際
的
な
ケ
ー
ス
・
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ

ス
に
登
録
さ
れ
、
世
界
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
日
本
企
業
の
成
功
事
例

と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
活
用
さ
れ

る
予
定
だ
。

メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「
ポ
ー
タ
ー
賞
に
応
募
す
る
こ
と
は
、
自

分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
本
当
に
世

界
に
通
用
す
る
か
を
検
証
す
る
ま
た
と
な

い
機
会
」（
受
賞
会
社
の
社
長
）
と
、
応

募
か
ら
選
考
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

議
論
が
貴
重
だ
と
す
る
声
も
、
少
な
く
な

い
の
だ
。

と
い
う
の
も
ポ
ー
タ
ー
賞
で
は
、
ま
ず

応
募
段
階
で
、
書
類
を
規
定
の
項
目
で
埋

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
自
社
の
戦

略
を
客
観
的
に
見
直
す
機
会
が
得
ら
れ

る
。
さ
ら
に
第
二
次
審
査
の
段
階
で
は
、

戦
略
の
独
自
性
と
優
位
性
に
つ
い
て
、
リ

サ
ー
チ
チ
ー
ム
に
よ
る
当
該
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
重
ね
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で

の
段
階
で
、
企
業
の
戦
略
の
疑
問
点
や
有

効
性
が
す
っ
か
り
洗
い
出
さ
れ
る
。
受
賞

に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
自
社
の
戦
略
の

ど
こ
に
不
足
が
あ
っ
た
か
を
回
答
し
て
く

れ
る
。
む
ろ
ん
、
受
賞
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
事
業
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な

い
こ
と
を
再
確
認
で
き
る
わ
け
だ
。

参
加
す
る
だ
け
で
も
数
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
得
ら
れ
る
ポ
ー
タ
ー
賞
だ
が
、
第
三

回
の
応
募
受
け
付
け
が
ま
も
な
く
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。
今
年
は
ど
の
よ
う
な
企

業
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

�

優
れ
た
戦
略
を
実
行
し
て
い
る
日
本
の

企
業
（
事
業
部
門
）
を
対
象
と
し
、
２
０

０
１
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ポ
ー
タ
ー
賞
」

が
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
。

ポ
ー
タ
ー
賞
は
、
一
橋
大
学
大
学
院
国

際
企
業
戦
略
研
究
科
が
、
競
争
戦
略
論
と

国
際
競
争
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ

ー
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、

創
設
さ
れ
た
も
の
だ
。

同
賞
の
目
的
は
、
表
彰
を
通
じ
て
、
日

本
企
業
を
業
務
の
効
率
性
に
よ
る
競
争
か

ら
戦
略
に
よ
る
競
争
へ
と
促
す
こ
と
、
さ

ら
に
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業
の
競
争

力
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
１
９
５
１

年
に
日
本
科
学
技
術
連
盟
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
）

が
デ
ミ
ン
グ
賞
（
故
Ｗ
・
Ｅ
・
デ
ミ
ン
グ

博
士
に
由
来
）
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
国
的
な
品
質
運
動
が
始
ま
っ
た
よ

う
に
、
ポ
ー
タ
ー
賞
が
「
戦
略
」
と
い
う

新
し
い
運
動
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も

目
指
し
て
い
る
。

同
賞
で
は
、
製
品
、
プ
ロ
セ
ス
、
経
営

手
法
の
三
分
野
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、
独
自
性
の
あ
る
優
れ
た
戦

略
を
実
践
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
業
界
に

お
い
て
高
い
収
益
性
を
達
成
・
維
持
し
て

い
る
日
本
の
企
業
・
事
業
部
門
が
選
ば
れ

る
。
賞
に
は
「
単
一
事
業
を
営
む
企
業
の

部
」
と
「
複
数
事
業
を
持
つ
企
業
の
事
業

部
の
部
（
多
角
化
企
業
の
一
事
業
部
）」

の
二
部
門
が
あ
る
。

選
考
基
準
は
、（
１
）
業
界
平
均
を
大

幅
に
上
回
る
投
下
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
）
と
営
業
利
益
率
を
達
成
し
て
い
る
こ

と
、（
２
）
他
社
と
は
異
な
る
独
自
性
の

あ
る
価
値
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、（
３
）

戦
略
に
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
、（
４
）
戦

略
を
支
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
競
争
戦
略
の
ゴ

「
何
を
し
な
い
か
」
の
選
択
と
個
人
の
信

用
取
引
へ
の
特
化
。

◇
複
数
事
業
を
持
つ
企
業
の
事
業
部
の
部

■
キ
ヤ
ノ
ン
（
株
）
レ
ン
ズ
事
業
部

レ
ン
ズ
・
レ
ン
ズ
周
辺
の
制
御
技
術
で

の
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。

■
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
（
株
）
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
カ
ン

パ
ニ
ー

高
付
加
価
値
・
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
。

●
第
二
回
・
受
賞
企
業
（
事
業
部
）

◇
単
一
事
業
を
営
む
企
業
の
部

■
ア
ス
ク
ル
（
株
）

中
小
事
業
所
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
市
場
の
設
定
と
活
動
シ
ス
テ
ム
の

継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。

■
武
田
薬
品
工
業
（
株
）

世
界
の
メ
ガ
製
薬
企
業
が
規
模
を
追
う

中
で
フ
ォ
ー
カ
ス
で
勝
つ
戦
略
、
そ
の
た

め
の
優
れ
た
戦
略
実
行
能
力
と
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

◇
複
数
事
業
を
持
つ
企
業
の
事
業
部
の
部

早
く
も
レ
ベ
ル
の
高
い

内
容
が
集
ま
る

（写真：尾形文繁）

ポーター教授は、ハーバード大学のビ
ショップ・ウイリアム・ローレンス・ユ
ニバーシティ・プロフェッサーである。
現在は、ハーバード・ビジネススクール
を拠点に活動している、競争戦略論およ
び国際競争力研究の権威。ユニバーシテ
ィ・プロフェッサーとは、ハーバード大
学の教員に与えられる最高の名誉であり、
ハーバード・ビジネススクールの長い歴
史の中でも、ポーター教授を含めて４人
にしか与えられていない。ハーバード・
ビジネススクールとハーバード大学が、
2001年に共同で創設した「戦略競争研究
所」の初代所長に就任している。

一橋大学大学院国際企業戦略研
究科の竹内弘高・研究科長が提唱
し、ポーター教授の名を冠して作
られた賞。独自性のある戦略を実
行し、成功を収めてきた日本の事
業部や企業を表彰する。戦略とと
もに実践例を広く紹介すること
で、優れた戦略とは何かを理解し
てもらい、新たな独自性ある戦略
が構築されることを目標とする。
選考には慶応、神戸、東京、一橋
の４大学から、まったくの無報酬
で集まった匿名の審査員が当た
る。競争戦略のゴールは、§利益¶
であることを明確に打ち出してい
るところに特徴がある。

What’s
「ポーター賞」

一橋大学大学院国際企業戦略研究科
ポーター賞運営委員会

Tel：03-4212-3072
Fax：03-4212-3069
e-mail:info＠porterprize.org
URL:http://www.porterprize.org

ポーター賞に関する問い合わせ先

Who’s
マイケル・Ｅ・ポーター

Porter Prize

日本科学技術連盟がデミング賞を創設したことで、
日本の産業界に品質改善運動が始まった。ポーター
賞運営委員会は同賞が、「戦略重視」という新しい
経営刷新運動のきっかけになることを目指す。

ポーター賞

戦略とイノベーションに
優れた日本企業を表彰

協賛

2002年度「ポーター
賞」の授賞式風景

2003.5.31◆週刊東洋経済 8889 週刊東洋経済◆2003.5.31

参
加
す
る
だ
け
で
も

数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト


